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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 

厚生労働科学研究費補助金（移植医療基盤整備研究事業） 
 令和 2 年度（公募型）「５類型施設における効率的な臓器・組織の提供体制構築に資する研究－

ドナー評価・管理と術中管理体制の新たな体制構築に向けて－」（島津班、R1-R3） 
 令和 2 年度「脳死下、心停止後の臓器・組織提供における効率的な連携体制の構築に資する研

究」（横田班、R2-4） 
 令和 3 年度（公募型）「５類型施設における効率的な臓器・組織の提供体制構築に資する研究－

ドナー評価・管理と術中管理体制の新たな体制構築に向けて－」（田崎班、R1-R3） 
 令和 3 年度「心停止後臓器提供数の減少への効果的な対策に資する研究」（湯沢班、R3-4） 
 令和 4 年度（公募型）「脳死下、心停止後の臓器・組織提供における効率的な連携体制の構築に

資する研究」（横田班、R2-4） 
 令和 4 年度「行動科学を基盤とした科学的根拠に基づく臓器・組織移植啓発モデルの構築に関

する研究」（瓜生原班、R4-R6） 
 令和２年度「コロナ禍における脳死下・心停止下臓器提供経験施設の実態調査に基づく臓器提

供施設の新たな体制構築に資する研究」小野班 
 令和２年度「新型コロナウイルス感染症流行時に移植実施施設において脳死下・心停止下臓器

移植医療を維持推進するための調査研究」伊藤班 
 令和２年度「新型コロナウイルス感染下における公平公正な臓器移植医療の実現のための調査

研究と提言」蔵満班 
 令和４年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業）「臓器移植のサス

テナビリティ向上のための課題解決に向けた研究」 江口班 
厚生労働省新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業 
 令和３年度「移植後患者における新型コロナウイルスワクチンの有効性・安全性と効果的適用

に関する疫学研究」廣田班 江川分担班 
 令和３年度「新型コロナウイルス感染症による他疾患を含めた医療・医学に与えた影響の解明

に向けた研究」 日本医学会連合（門田）班「日本の臓器移植患者における新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）の実態把握のための多施設共同レジストリ研究」日本移植学会分担班 



ｂ.当該領域における国際的な役割 
 WHO と連携し、移植国際レジストリーへの本邦データの登録  
 IRODaT（The International Registry on Organ Donation and Transplantation）と連携し、臓

器提供ドナー国際レジストリーへの本邦データの登録。 
 国際移植学会（TTS）との連携学会として、国際会議での臨床・研究・教育・登録活動。 
 イスタンブール宣言等を遵守し、本邦での臓器提供推進と生体ドナー保護を積極的活動。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

抗体関連拒絶克服のために必要な抗体検査法、治療を開発し、それぞれ保険収載し、さらに診療ガイ
ドラインを作成した。これにより高度の医療を質が担保された保険診療として実践できるようになり、
移植の短期・長期成績を改善した。 
移植学会主体で厚労省と連携して C O V I D−１９に対する取り組みにより、コロナ禍で移植医療の
維持を可能にして臓器不全治療に貢献した。また、「必携 内科医のための臓器移植診療ハンドブック」
を出版し臓器移植患者診療のすそ野を広げることで術後長期管理のためのセイフティネットを整備し
た。 
横田班にて 「海外渡航移植患者の緊急実態調査」を実施し、 日本移植学会、 日本心移植研究

会、 日本肺および心肺移植研究会、 日本肝移植学会、 日本臨床腎移植学会に所属する医療機関 
（203 施設 280 診療科）を対象に、 海外に渡航し移植を受けた患者であって、 令和 5年 3月 31 日
時点で当該医療機関に外来通院している者について調査を行い、研究班によって回答がとりまとめら
れた。 
江口班にて多角的な視点から、臓器提供 300～500 例時代に備えた移植医側を中心とした現状と課

題、および克服に向けた提案を作成した。ドナー意思を可及的にレシピエントへ届けることができる
よう、今後も医療者、コメディカル、JOT、行政一体となり移植医療の発展に寄与する必要がある。
移植医療のサステナビリティのために様々な制度改革を行う必要性が明らかとなった。 
ｄ.学会運営上留意している点 

患者のために最善の医療を提供することを第一の目的として、学術性と人間性を極め、議論に留まる
ことなく、新規的医療を社会実装するために必要な方策を丁寧に実践していく。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

救急関連学会 
日本救急医学会、日本集中治療医学会、日本脳神経外科学会と連携して臓器提供のために必要な社会シ
ステムの構築を進めている。  
内科系学会 
移植内科医育成のために日本内科学会、日本循環器学会、日本肝臓学会、日本腎臓学会と連携して若手
のリクルート、ハンドブックの作成を計画している。 
基礎系学会 
日本免疫学会、日本再生医療学会、日本組織適合性学会（非分科会）と移植免疫、感染免疫、組織再生
に関する学術的交流を進めている。 
子宮移植に関する取り組み 
日本産婦人科学会とともに日本医学会子宮移植倫理に関する検討委員会で審議している  


